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令和 8 年度鹿児島県四地区観光連絡協議会 

広域観光デジタルマップ作成活用事業業務委託仕様書 

 

１ 業務名  

令和 8 年度鹿児島県四地区観光連絡協議会広域観光デジタルマップ作成活用事業業

務委託 

 

２ 業務目的 

鹿児島市、霧島市、南九州市、指宿市（以下「４市」という。）における観光客の 

周遊を促すとともに、観光客の属性や動向、ニーズ等のデータを収集・分析して今後 

の観光施策の構築等に生かすため、４市の観光スポットを網羅した広域観光デジタル

マップ（以下「デジタルマップ」という。）を作成し、周遊型観光ルートの提案及びデ

ジタルスタンプラリー（以下「スタンプラリー」という。）を実施する。  

また、スタンプラリーの実施にあたっては、４市における西郷隆盛ゆかりの地等と

の連携や、鹿児島市で「西郷隆盛生誕２００年・没後１５０年記念プロジェクト」の

一環として開催される「西郷まちなか博覧会」との連動を図ることにより、当該事業

との相乗効果を生み出し、４市を横断した周遊の促進を目的とする。 

 

３ 業務期間 

  契約締結の日から令和９年３月３１日（水）まで 

 

４ 業務内容 

(1) デジタルマップの作成及び運用 

個人が所有するスマートフォン等のモバイル端末で、４市の観光スポット（物産

館や観光案内所等を含む。以下同じ）が気軽に検索でき、現在地から観光スポット

を周遊するおすすめのルートを容易に調べることができるデジタルマップを作成す

る。 

①  連携する地図データ 

 Google Maps を使用する。  

②  掲載する４市に関する内容 

ア 鹿児島県及び４市への交通アクセス及び当地域から県内観光地への交通アク

セス方法 

イ 観光情報やイベント情報（まちなか博覧会に関する情報等）等の紹介 

ウ 観光スポット １００ヶ所程度 

・ 観光スポットの中には、西郷隆盛関連のスポットも設定する。 

・ 各観光スポットの位置、写真、説明、施設概要等を掲載する。なお、４市

がそれぞれ管理等を行う各観光スポットの写真、説明文等については４市

が提供する。 
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・ 観光スポットは分類ごとにも表示できるようにする。 

エ 観光スポットをつなぐモデルコース ７コース程度（４市の各市内の観光ス

ポットをめぐるモデルコースを１つ、２市以上の観光スポットをつなぐモデル

コースを６つ程度） 

・ レンタカーを利用した場合のモデルコースやＪＲ、バス等を利用した場合

のモデルコース、高速道路を利用した場合のモデルコース等を設定する。 

・ 各観光スポットの位置、写真、説明、施設概要等を掲載する。 

・ モデルコースの名称や説明文、経由する観光スポット名を掲載する。 

・ 現在地からの移動時間や所要時間が容易に検索・表示できるようにする。 

・ 観光スポットはマップ上に俯瞰視点で表示し、地元への経済波及効果が期

待できる工夫をする。 

・ コースは地域バランス等を考慮する。 

・ 目的地へのルート検索が容易にできるようにする。 

③  その他 

・ 掲載された観光スポットの内容やモデルコースについて、４市の担当者が修

正等を行うことができるＩＤ等を配布する。 

・ 掲載された観光スポットの情報が、リアルタイムで情報を書き換えられるも

のとする。 

・ インバウンド需要に対応できるよう多言語（英語、中国語（簡体字・繁体

字）、韓国語等）に容易に対応できるものとする。 

 

(2) スタンプラリーの実施 

個人が所有するスマートフォン等のモバイル端末により、(1)のデジタルマップを

利用して参加することができるスタンプラリーを実施する。 

①  スタンプラリーの実施期間 

令和８年９月中旬～令和９年２月末  

②  スタンプスポット ５０ヶ所程度 

・ (1)－②－ウの観光スポットを対象に選定したスタンプスポットを設定する。 

・ 対象となる観光スポットの施設管理者への協力要請及び実施に関する説明に

ついては受託者が十分に行う。 

③  スタンプラリーのシステムの機能 

スタンプラリーでスタンプ獲得に使用するモバイル端末は、参加者個人が所有

するものとし、システムには次に掲げる機能を備える。 

・ 可能な限り多くのモバイル端末機種に対応可能なシステムとする。 

・ 参加者が自らの意思で簡単にユーザー登録等をすることにより、スタンプラ

リーに参加できるシステムとする。 

・ スタンプの獲得は、ＧＰＳ機能で位置情報を利用し、スタンプスポットを中

心とする対象エリア内においてＧＰＳ認証をする方法、または、設置した二
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次元コードをモバイル端末のカメラで読み込む方法とする。 

・ 同一参加者が同じスタンプスポットで獲得できるスタンプ数は各スポットで

１つのみとする。 

・ スタンプラリーの対象となるスタンプスポットについては、参加者がモバイ

ル端末のスタンプラリー画面から確認できるようにする。 

・ 参加者がスタンプラリー参加中に、モバイル端末を別の端末に変更した場合

でも、可能な限り獲得したスタンプ等の情報が引き継げるようなシステムに

する。 

・ インバウンド需要に対応できるよう多言語（英語、中国語（簡体字・繁体

字）、韓国語等）に容易に対応できるものであること。   

④  景品の贈呈 

スタンプラリーの参加者に抽選で景品を贈呈する。 

・ 獲得したスタンプ数に応じて景品の抽選に応募できる仕様とする。 

・ 応募はモバイル端末のスタンプラリー画面上で行えるものとし、スタンプラ

リー実施期間終了後１週間が経過するまで応募可能とする。 

・ 景品は、ターゲットとするファミリー層や観光客の参加が多数見込めるもの

及び４市に関連するものとする。 

・ 景品に関することについては、景品表示法に留意した上で設定する。 

・ 個人情報は、景品の抽選に応募する時点で収集することとし、景品当選時の

連絡と発送のみに使用する。また、その旨応募時に応募者が確認できるよう

にする。 

・ 贈呈する景品に係る費用（購入、製作、梱包、抽選、発送等）は、本業務委

託に含む。 

⑤  その他 

スタンプラリー実施期間における参加者等からのスタンプラリーに関する問い

合わせや、エラートラブルに対するサポートについては受託者が対応する。 

 

(3) デジタルマップ及びスタンプラリーの周知・広報 

デジタルマップ及びスタンプラリーについて効果的に周知広報を行う。 

①  広報媒体の作成・配布 

ア 広報媒体 

・ のぼり旗                    ５０枚 

・ ポスター（Ｂ２サイズ）    ５００枚 

・ チラシ（Ａ４サイズ）  １５，０００枚 

      イ 主な掲載内容（広報媒体ごとに異なる） 

・ デジタルマップの紹介 

・ スタンプラリーの実施期間及び参加方法 

・ スタンプスポットの場所 
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・ スタンプラリーの景品及び応募方法 

・ デジタルマップ又はスタンプラリーにつながるＱＲコード 

   ウ 広報媒体の配布 

・ 作成した媒体のうち、委託者が指定する数量について、受託者はスタンプ

スポット等に配布又は送付する。 

②  マスメディアやＷｅｂ媒体を活用した広報 

・ インターネット広告又はＳＮＳ広告 

・ 全国のプレスリリース記事への出稿 

・ イベント情報サイト、観光サイトへの記事の出稿  

 

(4) ４市における西郷隆盛ゆかりの地等との連携や「西郷まちなか博覧会」との連動 

（1）～（3）の取り組みの中で、４市における西郷隆盛ゆかりの地等との連携

や、鹿児島市で実施される「西郷隆盛生誕２００年・没後１５０年記念プロジェク

ト」の一環である「西郷まちなか博覧会」との連動が図られるよう、４市と協議の

上、企画内容や広報、実施方法等について調整し実施する。 

 

(5) 事業の効果検証 

今後の観光施策の構築等に生かすため、デジタルマップの利用者及びスタンプラ

リーの参加者（以下「利用者等」という。）を対象に、利用者等の属性や動向、ニー

ズ等のデータを収集し、事業の効果を検証する。 

・ デジタルマップの利用者及びスタンプラリーの使用者のデータ（年代、性別、居

住地域、使用交通手段等）のほか、デジタルマップの利用実績及びスタンプラリ

ーの参加実績（訪れた施設、訪問先からの周遊先、検索ランキング等）を利用者

登録やマップ等の利用実態、アンケート調査等によって把握する。 

・ デジタルマップ及びスタンプラリーの周知広報についての閲覧数等を把握する。 

・ 上記の調査結果にもとづいてデータの集計及び事業効果の分析を行う。 

 

(6) 業務報告書等の作成・提出 

業務の結果をとりまとめた報告書を作成し、契約終了後検査を受けること。業務

報告書には、以下の①～⑤の内容を含める。 

また、業務報告書の提出は令和９年３月３１日（水）までとする。 

① デジタルマップの内容 

・ 掲載した観光スポット（掲載数及び各スポットの位置、説明、写真等） 

・ 掲載したモデルコース（コース内容、コースに含まれている観光スポッ

ト） 

・ 構築された機能（フローチャート、モバイル端末に表示される画面、収集

されたデータの保管方法、掲載内容の変更方法） 

② スタンプラリーの内容 
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・ スタンプラリーの概要（実施期間、スタンプスポット、景品等） 

・ 構築された機能（フローチャート、モバイル端末に表示される画面、収集

されたデータの保管方法等） 

・ スタンプラリーの総参加者数 

・ スタンプスポットごとに獲得されたスタンプ数 

・ 景品ごとの応募者数 

③ 周知・広報の内容 

・ 作成した広報媒体の内容、配布先（作成した広報媒体のデータを別途提出

すること） 

・ マスメディアやＷｅｂ媒体を活用した広報内容 

④ ４市における西郷隆盛ゆかりの地等との連携や「西郷まちなか博覧会」との連

動内容 

・ 上記の①～③のうち、４市における西郷隆盛ゆかりの地等との連携や「西

郷まちなか博覧会」と連動した内容 

⑤ 事業の効果検証の結果 

・ 調査方法及び分析に使用したデータ 

・ デジタルマップの利用者及びスタンプラリーの参加者のデータ（年代、性

別、居住地域、使用交通手段等）並びにデジタルマップの利用実績及びス

タンプラリーの参加実績等の結果（訪れた施設、訪問先からの周遊先、検

索ランキング等）と分析結果 

・ 周知広報の実績と分析結果 など 

 

５ 業務実施上の留意点 

(1) 本業務の詳細は委託者の提案をもとに、鹿児島県四地区観光連絡協議会と協議し

決定する。 

(2) 本業務を行うにあたり、関係法令、条例及び規則等を十分に遵守すること。 

(3) 委託業務に関して知りえた情報をみだりに他に漏らし、又は委託業務以外の目的

に使用してはならない。委託期間が終了し、又は契約解除された後においても同

様とする。 

(4) 委託業務を通して取得した個人情報の適切な管理のために、必要な措置を講じる

ものとする。 

(5) 委託料は、当該業務の履行に必要な全ての経費を含むこと。 

(6) 本業務の成果及び成果物に係る著作権は、委託者に帰属するものとする。 

※ ただし、本業務で作成されたキャラクター等の制作会社独自の提案内容に関す 

る制作物の二次利用（本業務以外への転用、オリジナルグッズの作成）や一部 

改変等については、委託者と制作会社の双方で取扱い方法等を含め都度協議 

の上対応する。 
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(7) 本仕様書に定めのある事項又は内容の変更が生じた場合は、委託者と受託者間で

相互に協議を行うものとする。 

(8) 業務完了後に、受託者の責に帰すべき事由により鹿児島県四地区観光連絡協議会

または第三者に損害を及ぼしたときは、受託者がその賠償責任を負うものとす

る。 

(9) 業務完了後に、受託者が提出した成果物に不良箇所があった場合は、速やかに訂

正、補足等を行うものとし、これらに係る経費は受託者の負担とする。 

(10) 本仕様書に明記されていない事項又は、業務遂行に関して疑義が生じた場合

は、鹿児島県四地区観光連絡協議会と受託者で協議する。 


